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0
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第
九
號

,

ニ
0

む
る
で
あ
ら
ぅ
。
此
の
如
く
し
て
、彼
尊

£

敗
黛
の

#

事
及
び
院
內
幹
事
の
-支
配
に
服
從
せ
ざ

‘
る
可
ぐ
、而
し
て
彼
：等
：の

.霞
は
憂
處
せ
ら
る
、
が
如
き
一
種

.
m
味
な
る
勢
ヵ
の
發
揮
に
對
す

る
保
’障
を
與
る
で
あ
ら
ぅ
。
彼
等
は
又
論
ず
ら
ぐ
、此
の
如
き
腐
敗
性
な
る
政
治
的
勢
力
の
卜

Vル
ヵ
存
在
す
る
ど
想
足
し
て
、其
の
勢
力
が

(

四)

に
提
唱
せ
ら
る
、
上
.下
兩
院
の
選
擧
會
に
双
ぼ

す
所
は
，被
に
唱
道
せ
ら
る
、
比
較
的
犬
な
る
迦
擧
園
體
に
及
ぼ
す
所
と
興
る
所
あ
ら
ざ
る

.
T

$
は
挪
易
き
道
理
で
は
な
い
か
。
上

K

を
し
て
下

K

の
鱗
爭
考
た
ら

ざ

ら
し
め
む
が

®
、兩
究

の
職

-^
に
相
逄
.を
設
く
る
主
義
の
必
要
に
就
て
は
、被
等
は
反
：對
；侧
と
同
意
觅
で
あ
つ
た
り

.彼
^

は
O
U
,の
主

|£
を
ば

:|
!
{民

^

の
選
擧
を
基
礎
と
す
る
貴
族
院
の
照
接
代
表
の
性
幫

1

K

こ

全
：體

A

し
て
の
此
の
方
案
の
特
色
^
る
下
文
に
詳
述
せ
ら
る
可
き
他
の
相
違
點
即
ち
任

W

の

:長
き
事
、異
つ
た

.る
：立
法
：權

.及
び
财
政
權
、議
員
數
の
少
な
き
寧
等
に
發
見
し
た
の
で
あ
る
。
是

等
の
議
論
に
動

.か
さ

れ
て
、貴
族
：除
改
革
評
議
會
の
多
數
は
、地
方
的
跪
劃
に
ょ
つ
て
陆
合
せ
ら

:n
s

る
庶

^

院
議
員

0

随
體

:0
:

手
に
貴
族
院
議
員
を
選
摩
す
る
方
案

.に
：賛
成
し
た
の
で
あ
る
。
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未
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:

橋

誠

m

9namm

近
1

哲
專
の
始
通

R
s
e

 

D
e
s
c
a
r
t
e
s

は
思

想

ど
現
體
、心
意
と
物
質
ど
の

»

立
を
和
解
す
る

乙 

と
を

1-
1
定
し

11
ク

企
圖
し
，た

6
。‘.本
質
は
其
存
在
の
爲
に
他
の
何
物
を
も
耍
せ
ず
し
て
存
在 

;;
■す
る
所

.

」

の
も
の
な

6
。
::
斯
く
の
如
き
最
爽
無
限
の
意
義

-に
於
て
は
神
は
«

ー

 

の
本
質
な
り
。
 

然
る
に
一
一
個
の

ii
造
せ
ら
れ
た
る
本
質
、思
惟
的
及
び
有
體
的
本
質
、心
意
及
び
物
®
は
有
限 

意
■

於
け
る

.本
質

^

る
に
過
ぎ
ず
。
彼
等
は
其
存
在

.に
對
し
て
獨

>
 
神
の
協
力
を
必
要 

す
る
も
の

'な
&

と
の

一

般
槪
念
の
下
に
理
解
せ
ら
る
可
き
も
の

ff
i

容
tt
、即
ち
空
間
を 

.す
の
性
質
及
び
意
識

(extens

o*
及
び
。
|

。)

は
其
究
竟

¥

一

、本
原
の
獨
性
な
り
。
總
て
在 

も

の
は
空
偽
纩
な
る
か
或
は
意
識
的
な
る
か
の

.孰
れ
か

' な
：b
。

即
ち
是
等
一
一
個
の
本
原
的

®
 

位
は

S

接
が
に
關
聯
す
。
思
想
は
純
正
に
內
的
の
も
の
に
し
て
犁
に
自
我
に
臌
し
^
性
は
外

.
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ご
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論

說

V

ヨ
ン
。
！！
タ
ク
のs
と
典
經
濟
還
ミ
の
_

パ

第

九

號

一

三

I. 

:
的
に

し
て

自
我
に
属
す
る

為

の

と

，何

等
；の
類
：似
を
有
す
る
，

こ

-
な

し

.0
空
.i

的
な
る

も

の
.は
‘

~ 

意
識
：的
に
許
す

1

,

識
的
な
る
も
.

の
は
空
間
的
に
非

.

す
。

心
®

の
自
證
は

：

單

に

意

識

的

现

體

と

- 

™

.

.

し
て
の
人
格
の
そ
れ
芩

!)
'

。:
定
.

體
は
彼
等
が
其
自
體
に
於
て
宰
間
的
存
释
及
び
變
化
の
數
摄

.

| 

‘ 

W

&
限
を

?*
す
る
範
葡

R

於
て
眞
實
な

-
。̂
總
て
の
物
は
定
體

(

o
o
^
i

)

な
る
か
又
は
、心
意 

i... 

(
m
e
n
t
e
s
)

な
る
か

.の
孰
れ
が
な
ら
。

本
質
は
空
間
的
な
る
か
若
し
く
は
意
識
的
な
る
か
の
孰
れ 

了 

. 

：
か

，
な

：
-

。

.-

.斯
く
て
應
界
は
芬

;:
0

|
托

^.c
o

l
e

s

の
絕
對
に
相
違
し
、完
全
に
分
離
せ 

| 

• 

る 

一
一
;#
の
便
域

(natura 

mtellecturalis

ビ
有
形

界)

に
分
割
，
せ
ら
る
 

> 
な
6

0

一
方
に
属
す
る

も 

■
の
は

I

方
に

I

す
，る

力

爲

に

他

ょ

.
^
排

除

せ

ら

る

、
な
ち
。

然

れ

ど

も

D
e
s
c
a
r
t
e
s

の
思

a

に 

_ 

於
て

/
 ̂

ガ
な
る
 

一j

元
オ
の
背
後
に
純
全
な
る
本
質

(

I
 perfectissimum)

ビ
し
て
の
神
の
迕 

’ 

念
^
ー 

る

な

3

®;
f l
1

故
に
我
存
す

o
o
g
i
t
o

 

e
r
g
o

 

s

m

」

の
命
題
に
於
て
思
想
と
现
體
の 

一.

-

’

，

:

_

; #

jr
は
^
に

速

結
せ

ら
れ
た

る
の
觀
あ

る

も
®

も

彼
等
は
單

R

2
に
獨
立
し
て
決
定
的
ミ 

T 

■

爲
ヵ
得
る
に
過
ぎ
す
。

‘若
し

「

如
何
に
し
て
自
我
は
容
性
を
有
す
る
も
の

-

關
聯
す
る
や

」

ど
の 

I' 

疑
問
に
し
て
提

2

ら
れ
ん
か

.謹

す

る

に

，
ょ

、
ぅ

て

•
基

 

.

よ
I

へ

導

れ

I

否

I

ド
よ

>

て」

I

ふ
S

る

ず

。
斯
く
て
神

S

念

黑

參

雨
方
®
の
和
解
の
爲

R

存
す
：る
へ
唯
一
の
も

^

ど
爲
る
な
ト
。
兩
本
質
は

#

に
よ
り
て
創
造
せ 

ら
れ
、
ir
I
Jし
て
神
意
に
よ
ぅ
て
相
共
に
結
合
せ
ら
る
、
を
得
る
な
り
。
#
の
«
念
を
通
じ
て
自 

我

^

容
性
を
有
す
る
も
の
、

.存
在
す
る
：理
證
を

#

る
欢
ぅ
。
斯
く
て

#

は
或
程
度
に
於
て

@
 

我
ど
容
性
を
有
す
る
も
の

<?
:
■
の
結
合
を
有
效

5

ら
し
む
る
に
必
要

*

る

o
s
s ex

 

m
a
c
h
i
n
a

た 

.る
な
り
。
.
然
：れ，ど
も
斯
ぐ
の
如
：き
和
解
は
彼
が
釾
立
の
兩
方
面
を
交
互
に
他
を
拒
否
す
る
兩 

個
の
本

®

又
は
勢
力

.と
し
，て
定

®

し
、彼
等
を
其
最
廣
な
る
分
離
に
於
て
決
定
せ
る
が
故
に
、殆 

.ど

..，.何

.等

.
0..
版
果
を

'̂
收
..o
る
：こ

.

V
J.

能
は

^

，

Os 

き
。、

A
r
n
o
l
d

 

.Geulincx 

及
.び
.

Nicolas 

M
a
l
e
b
r
a
n
c
h
e

 

の
徙
は

M

に
滿
足
息
：る
：和
解
欠
觉
め
た
る
も
、而
も
彼
等
が
到
達
し
得
た

る

理
論
は
愈
、明
確
に 

彼
等
の
出
發
せ
る

.•
'

前
提

.の
全
然
拋
棄
.せ
ら
れ
ざ
る
‘可
ら
ざ
る
こ

^

を
指
示
す
る
に
過
ぎ
ざ

P

 

き
。
斯
く
て
終
に

B
a
a
c
h
d
e
.

 S
p
i
n
o
z
a

は
此
誤
れ
る
設
想
を
廢
棄
し
、而
し
て
是
等
兩
僩
の
相
對 

立
せ
る
元

®

の
孰
よ

^V

も
其
本
質
性
を
除
去
し
た
り
。

.Ge
u
l
i
n
c
x

及
び

M
a
l
e
b
i
c
h
e

に
從
ベ
ば 

神
は
創
造
遨
な

b
、Sp

i
n
o
z
a

に
從
へ
ば
彼
は
事
物
の
普
遍
的
本
質
又
は
本
性
な
り
射
藉
に
從
へ 

ば
神
は
其
意
志
に
曲
り
て
世
界
を
劍
造
せ
る
も
の
な
り
、後

*

に
®

へ
ぱ

、
#
界
は

_

の
本
性
よ 

り
必
然
的
に
呢
舉
し
來
れ
る
％
の
な

b
。

隨

て

|

方
に
容
性
の
形
態
に
：於
て
存
在
す

る

も

の

■ 

■ 0

-

 

^

ジ
ヨ
ン
S

タ
ク
の
葛
i

約
濟
叫
f

の_
 

■奶
九I

J

 

二
三
，
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ニ
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論

0

ジ
ヨ
ン
。〒
ソ
ク
の
哲
學

V

其
經
濟
證
と
の
_

 

U

 

ニ
四

j

窘

於

X

I

の
形
態
に
於
て
港
在
す
る
も
の
も
，等
し
く
同
一
の
神
的

| :
;

的
I

な 

り

も

彼

等

は

兩

s

«

二
眞

«

の

一

致
た
る
可
き
其
自
體
に
於

V

一
 

な
る
に
非
す
。
彼 

對

し

i
關

係

S

5
内

に

I
せ

ら

れ
？

S
S

 ̂

J

 

 ̂

斯
く
て
 

s
p

f

 

に
於

5

 

へ
、卷

 

者
は
全
然
分
離
し

I

す
る
|

 

.吾
人
は
此
離
隔
の
理
由
を

f

 

^

I

哲
學

S

則
を
否
認
す
る
こ

ビ

な
ぐ
、從
て
其

.ニ
元
論
ょ

.

▲

脫
す
る

J

能

5

と
 

の
事
實
に
見
出
す

U

。
. 

kに
？

も
、

d

i

に
於
け
る

I

し
ぐ

I

は

き

‘
 

想
容
性
は
軍
に
容
性
に
し

5

®

の
：本
性
の
或
物

は

f

形
體
の
本
性
の
或
他
の
办

d

 

て?

み
恭
起
せ
ら
、る
、
を
雜
し

く

、
思

想

の
雛
過
は
獅
办
思
想
の
經
過

に

ょ

务

て

限

定

せ

ら

る
 

可
く
而
し

5

界
の

_

は
物

®

?

於
け
る
有
ゅ
る
唯
心
的
解
釋
を
排
斥
す
る

4

こ

&

 

现
學
に
於
け
る
有
ゆ
る

if
物
的
解
釋
を
拒
裔
す
る
な
り
。
吾
人
に
し
て
苦
し
雨
潜
に
對
し
て
丨 

内
S

和
解
を
見
出
，

_

ん

_

;
せ
ば
、斯
く
の
如
き
抽
象
力
を
應
服
せ
ざ
る

可

ら

ず

。

對
立
の 

方
面
は
其
最
も
峻
嚴
な
る
對
向
に

.
於
て
も
和
解
せ
ら
れ
ざ
る
可
ら
ず
。
是
を
ヲ
ふ
が

4
 J

 
i 

f

 
ニ
個

.の
方
法
の
み
可
能
？

。
即
為
念
的
方
面
若
し
く

 

I

質
的
方
面
の
孰
れ
か
に

立
脚
し
，他
を
通
じ
て

r

を
理
解
し
、物
質
的
方
面
に
據

P
て
觀
念
的
方
面
を

.說
明
し
、又
は

0
念 

的
方
而
に
一
據
彡
て
物

:®
的
方
面
を
說
明
す
る
の
擧
に
饱
づ
る
を
得
可
し
。
是
_
兩
個
の
企
圖 

はへ殆

'ど
時
機
を
同
ぅ

.し
て
實
際
に
行
ぱ
れ
た

b
。

一 

方
的
唯
心
論
く

一

方
的
實
膦
匏
經
驗
論
、
 

唯
覺
論
、邮
物

#)

の
兩

.々

相
並
行
せ
る
經
過
は
愛
に
其
發
達
を
開
始
せ

る

な

t 

卜
實
體
論
的
過

®
:の
.創
始
者
，に
：し
て
'近
世
に
於
け
る
經
驗
論
及
び
唯
物
論
の
父
ビ
し
て
見
る 

可
き
*
は
 

J
o
h
n
H
o
c
k
e

 

な 

謂
ふ
迄
も
な

 

く
彼
が

|>
!1 E

s
s
a
y

 

c
o
n
c
e
r
n
i
n
g
K
c
n
l
a
n

 

u
n
d
e
r
standing,

「

は
.：
: ®
學(

史
上

.に
一
新
時
代
を
劏
す
る
も
の
な
り
。

'-
本
書
の
結
構
は
旣
に
早
く

 

J

千
六
西
七
十 

年
よ

'!
)

:同
七
十

一

年
の
冬
に
於

.て
形
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
が
、其
稿
成
ぅ
し
は
一
千
六
西

八
十
七
年
即
ち
和
繭
流
满
中
の
乙
ミ
に
し

|て
、
|
千
六
百
八
十
八
年

.一
月
同
國
に
於
て
交
®
を

.

.

.

.
'
 
.

-
-■.
 
.
 
.
 

:
;
•
•
;
•
:
, 

‘
 

(
 

-

締
し
^
る
 

J
e
a
n

 

L
e
Q
e
r
c

 

(
J
o
h
a
n
n
e
s
D
e
r
i
c
u
s
)

が
.Biblio!:h

n>>que 

Universelle 

et 

Historique.

に
其
拔
萃 

を
發
表
せ
し
が
、彼
が

1.prl.ncess 

M
a
r
y

及
び

M
a
d
y

 

M
o
r
d
a
l

ビ
典

R

歸
國
す
.る
に
及
び
て
初
て 

出
版
せ
；ら
れ

/a
る
も
の
な
&

(

一
 

千
六
西
九
十
年

)

。

(
c
o
s
t
e

に
よ
り
て
一
千
七
百
年

A
m
s
t
e
r
d
a
m

に
出
版
せ

.ら
れ
た
る
佛
語

0

は

L
o
c
k
e

自
身
の
手
に
成
れ
る
追
加
を
有

'す
る
點
に
於
て
原

*

.. 

. 

. 

..* 

.

，版
よ

h 

%
完
全
な
る
も
の
な
办
。
後
年
の
版
本

'は
英

_

せ
ら
れ
た
る
是
等
の
追
加
を
登

*

せ
'

笫
十
三
偕
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範
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ら
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滿
足
す
る
の
事
實
を
吾
人
に
敎
へ
た
り
。

L
o
c
k
e

 

は「

觀
念

」

な
る
語
を
菩
人
：の
意
識
中
に
存
'す
る
有
ゆ

る

事
物
に
適
用
す

る

に
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齋
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總
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菇
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す
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。
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又
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又
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双
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葉
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總
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菩
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光
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菩
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狀
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に
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ら
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す
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梢
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し
く
は
少
く

m

j

の
®

あ
る
，如
何
ミ
が
或

他
の
觀
念
に
■
し
適
合
す 

“

ゃ
I

ん

I

る
卜

S

觀
I

有
す

•

得
る
？

•

關
係
は
心
意

が

一

の
思
料
よ
ぅ

八

發

生

1

ズ
な
り
彳
ゆ
る
#
は
悟
性
に
よ
ぅ
て
關
係
を
生
發
し
め
、相
對
的
な
る
..或物

に
化
成
せ
し
ひ
る

m

隨
て
可
能

I

關
係

s

f

列
擧

1

こ
，,

不
可
能
な 

办

(II. 

u-xxxiii; 

SchwegJer, 

pp. 

2
2
7
-s) 

f

有
ゆ

>

 

1

般
槪
念
、從
て
又
言
醫
有
名
詞
に

t

!

よ

〜

J
て
表
示
せ
&
れ
、而
し
て

I

に
由
办
て

®

示
せ
ら
る
、
に
由
る
に
非
す
し
て

)

明
確
な
ら
し
め
ノ
得
可
•

總
て
の
事
物
は
悉
く 

观

祓

合

«
念

k
属

す

。ド
蒼
は
大
多
數
の
英
國
哲
學
考
と
等

し

く

」

般

槪

念

に

於

て
內
部
的
、
 

知
的
海
構
：の
外
、何
物

.幸
も
見
ざ
る
を
公
言
す
る
中
世
的
睢
名
論
の
原
則
を
全
然
.採
用
せ
る
な 

わ
奴
の
散
謬
は
言
藥
す
荠
に
一
般
的
な
る
或
物

^-
表
示
せ

' 
る
も
の
に
し
て
、
1&
實
な
る

 ̂

物
を
表
示
す
る
に

.非
ざ
る
を
忘
朱
せ
る
人

♦

の
貴
、に
歸
す
可
き
も
の
な

&

o
斯
く
て
ド

o
o
k
eは
 

«

ら
言
語
を
：論
じ
た
る
第
三
編
を
柿
入
す
る
の

.必
製
を
認
め

?

o
 (

第
二
編
及
び
四
®
先
づ 

成
り
、第
：
一
及
び

第
三
騙
は
後
に
：附
加
せ
ら
れ

た
る
が
如
ん

、駕

d
i
n
g
v
H
i
s
t
l

 

o
f 

M
o
d
e
r
n

 

P
M
!
?

 

Sophy, 

a

 

sketch 

of the 

history 

of philosophy f
r
o
m

 the close 

of the 

r
l
s
s
a
n
c
e

 

to b
u
r

 .
o
w
n

 

day, 

f

 

trans, 

1
9
8
,

 

I. 

p. 

3
S
P

)

J

溝

は

^

R
話
蓉
の
爲

せ
る
、と
同
一

の
方
法
を

以
て
同

|

觀
念
を
結
べ

0 

せ
.し
む
る
も
の
に
し

V
、

理
.解
し
得
可
き
こ
と
は
言
爾
の
目
的
な
り
。
獨
办
個
令
の
物
象
の
み 

或
：
現
實

0

#
在
を
：
有
す

本
謂

;'
へ
る
.非
海
有
神
論
的
主
張
と
密
接
な

る

關
係
を
有
す
る

も

の
は 

L
i
e

 
.
.
.々
，常

に

無

限

は

»

極
的
の
■概

念

に

し
て
、有
限
は

，

消
極

的

な

ぅ
ビ

做

す

o

n

及

，

び 

co
l

i

の

學

說

と

戰

：
ぺ
：
る

說

氣

な

!>
0
.
彼
の

.意
見
に
據

.れ

ば

事

實

は

：：

全

然
.之
と
正

.反
對
を
成

：. 

す
な
り
、單

‘純
觀
念
は
吾
人
自
身
ょ
ぅ
獨
立
せ
る
過
程
ょ

i

結
果
せ
る
も
の
な
る
が
狄
“、«
に 

m
v
H怨
：

(

ニ
三
五)

論 

0
.
.
. 

'

第
九

號

量



か
i

s
 

,

(

一ー三六

)

論

說

■

ジョン

* =

タ
ク
の
^
學
ミ
其
經
濟
热
說
ミ
の
交
遗
 

笫

九

就

‘
1
3
1

之
に
對
し
て
現
實
な
る
或
物
が
對
應
せ
ざ
る
を
得
す
、是
等
の
觀
念
は
換
型
，た
る
な
り
。
然
る 

il?
人
が

£

意
の
艽

#

*

^
:«
 ̂

主
型

(

煩
®

學
者
の
所

謂

•
 entia 

rationis)

な
を
は
之 

恥
對
應
す
可
き
現
實
な

.る
何
物
を
も
有
す
る
ミ
ヒ
な
し
。
祓

.合
®

念
中
、有
ゆ
る
他
の

i
の
S 

利
^

せ
る
關
係
に

.在
る
も
の
は
既
述
の

.如
く
本
質
の
觀
念
な
ぅ
。
吾
人
が
多
數
の
性
質
を
合 

,
1

し
て
見
出
す
に
憤
れ
た
る
が
爲
め
な
る
か
、又
は
或
他
の
原
因
が
作
用
し
つ
、
ぁ
る
か
、菩
人 

は
鬼
に
角
是
等
性
贺
の
集
合
に
對
し
て
一
の
支
柱
を
供
給
す
る
こ
と
を
强
耍
せ
ら
る
◊
縱
令 

外
'*
n
'f
K

又
は
內
剖
的
經
驗
も
吾
人
に
這
般
の
槪
念
を
與
ふ

.

.る
乙

と
な
く
、又
吾
入
は
之
に
關
し 

何
等

到

然

左
る
觀
念
を
有
せ
ず
と

雖
、猶
吾
人

は
之
を
以
や
現

實

な
る
或
物
な

P 
^
稱
せ

ざ

る 

を
得
す
。

:
是
に
由
り
て
本
質
の
觀
念
は
祓
合
な
ぅ
ど
雖
，尙
，一
の
模
型
即
ち
復
寫
た
る
な
り
、固 

ょ

り
菩
人
は
吾
人
の
觀
念
に
對
應
す
る

も
の
、
何
た
る
か
を
知
ら
ず

@

人
は
.單
に
之
に
對
し 

て
ft
應
す

る
或
_

0:
;#
在
す
る

こ
ど
を

確
信
す

る
の
み
な

る
が
故
に
容
性

の
觀
念
の
%
く
十 

全
な
る

も

の
に
非
ず
。
.這
般
の
理
由
に

因
り
て
吾
人
は

.其
本
性
に
從
つ
て
本
質
を
分
つ
こ
ど 

能
は
ず
、而

も

單
に
：典
鹰
，性

.に
從

0
セ
之
を
行

61
得

る
の

み
。

,+
斯
く
て
彼
等
は

思
想

力
あ
る
も 

の
と

S

想
.力
な

& 

%
の：W

に
分
た
る
、
な
九
前
者
は
之
を

Descartes 

.學
派

0
言
ふ
が
如
く
，

非

物

質

：

V
J

稱
せ

ら

る

可

き

，も
の
：に
非
す
。

即

ち

彼
等
も

亦
物
質
的
な
る
こ
ビ
は
可
能
に
し
て

, 

• 

•
«
• 

. _' 

.

.

. 

—
 

, 

:
 

.

. 

:
 

. 

- 

•
. 

. 

. 

.

.

.

.

.

實」

に
彼
等
の
受

_

性

は

之

を

し

：：て«

る
：蓋
-然
的
な
ら
し
む
る
が
爲
な
り

。
/

U

S

I暴
派
の
心 

輝

，
に

關

す

る

：
他

の

主

.張
、即
ち
其
本
體
は
思
想
に
存
す

W

做
す
も
の
も
亦
同
じ
く
誤

■

な
り

o 

果
し

.て

然

ら

ば

必

ー

然

心

，
意

.
'は，.常
住
思
惟
す
可
き
箬
な
る
も
、斯
の
如
き
假
足
は
正
に
經
驗
の
否 

定
す
る
所
な

>
o
,
v分
.離
し
得
可
ざ
性

.質
ど
し

y

の
思
想
は
論
理
的
矛
婚
な
く
し
て
有
體
的

# 

在
に

»

し
得
る
な
立

1
1
1
; 

E
r
d
m
a
n
n
,

 

pp. 

1
0
7
-
8
0

第
四
觸
は
各
種
：の
知
識

.：の；間

」

に
區
別

^

立
，て、

®

し
.て
知
識
の
限
界
を
定
限
せ
り
。
心
意
は 

1

て

其
思
：想
及
び
推
論
に
於
て
、典
獨
り
注
葸
し
若
し
く
は
注
意
し
得
る

*

$

身
の
觀
念
以
外 

-に
m

等
：直
接
の
客

.
g

を
有
せ
ざ
る
が
故
に
吾
人
が
知
識

は
單

に
彼
等
に
就
き
て
の
關
聯
に
過 

ぎ
ざ
る
な
り

.-
0

卜
0
オ
记
從

」

へ
ば
知
識
は
吾
人
の
親
念
中
の
或

*

の
聯
結
及
び
一
致

.又
は
不

一 

致
及
び
背
反

Q
,

知
覺
に

外
な
ら
ざ
へ
る
な
り
？

吾
人
の
知
識
は

單
に

吾
人
，の

観
念
ビ
事
物
の
實 

體
ど
：の
問
に
適
合
參
る
限
：

就

.T
現
實
な

：
t
 

ー_致
若
し
く
は
不
一
致
が
直
接
に
知
毚
せ 

ら
る

、
か
、若
し
く
は

.'1

定
の
導
體
の
介
在
に
曲
ぅ
て
意
識
せ

ら
る
ゝ
か
に

從

ひ

て
，知

®
:は
直 

覺
的
と
論
證
的

と
に

分
た

る
。

&

等
ニ

«

の
外
に
之
と
等
し
く
信
仰
及
び
尨
见
ょ

6

韫
別
せ

第士ニ卷，

(

ニ
，三，

七
)
.
.
.

論

説

-

ツヨシ

S

少
I

窶
益
經

S

說
V
V
.の

第

九

號
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三五
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-

…
、
-

.
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' 
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I 

*
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<
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i
、 

f 

) 
-

-̂

| 

-- 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.
:
. 

. 

.

.

. 

.
: 

. 

' 

.... 

;
. 

. 

... 

. 

V 

.

.

.

.

.

.

.
' 

.
-

r

 

_
,
. 

fー
卷

(

二
三
八

)

論

0. 

S

ごヲソク

§

f

.產
濟
證

1
9
i

.
 

.

f
號

琴

I 

れ
ナ
る

^
'の
ぞ

«

あ
*

^

_ぉ
.ち
.可
覺
的
知
識

.換
貢
す
れ

^

吾
人
以

.外

.な
る
有
限
’的 

I

へ
.

:

特
殊
の
存
在
に
就
き
て
使
用
せ
ら
れ
た
る
心
、意
の
知
鹽
是
な
り
。
事
物
に
關

•す
る
吾
人
の

.B 

，

;,
識

ぼ

可

覺

的

、吾

人

：自

身

：に

關

す

る

吾

人

の

「

知
.

®

£

':
.

'

.

. 

 ̂

r|&
が
な
う
。
何
ビ
な

れ

K

刺
の
槪
念

は

啻
に
心
意
の
性
質
を
表

®

し、而

し

て

無
：限
に

I

ず

る
«

念
の

_

_

に̂
由

^
'て
®

張
せ
ら
れ
た
る
觀
念
ょ

P
組
成
せ
ら
る
、
に

.過

ぎ

ず

。
.

或
一 

- 

ネ

の

，次
®

の
#(

成
.剖
分

「

が
十
般
槪
念
な

' ^
名
せ
ば
、を
は

.1

般
的
原
則
な
う
。
而
も

W
 
く
の
如

き
拟
則
は
其
特
殊
の
知
識
ょ

う

袖
象

^

依

6

て
形
成
せ
ら
れ
た
る

4

の
に
し
て
、是
に
凼
り
て 

一
、 

常
に
先
わ
せ
ら
れ
：た
る

0

事
實
を
，忠
却
ず
る
乙

.と
多

&

に
過
ぎ
た
り
、

斯

く

て

吾
人
次

F

、
ダ 

I
:

而
ゆ
る
物
は
其
自
身
に
類
似
す
る
を
知
る
の
前
に
於
て
、此
圆
は
此
圆
な
る
を
知
る
な

I

全 

I 

’

::
;;
',

»
命
題
の
用
は

S

I

し
く

S

る
可
き
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、彼
等
に
關
す
る
康 

i 

要
H

を
I

せ
f

可
ら
ず
。
彼
等
の
或

f

吾
人
の
知
ま
對
し
て
何

f

も
加 

\ 

.

. 

- 

:

i:
' 

i
る
乙
ビ

s
L

:

f
例
へ
ば
毕

f

賓
位
と
が
同
一
な
る
同

一

命
I

し
く
は
主
位
の
賓
位

:
:

力
3

:>
{

，已

”

ら
る
る
も
ク

-
、
一
,if
f

を
成
す
が
如
き
命
題
惡
な
う
。
他
は
之
に
反
し
主
位

を

莕
を
敎
ふ
る
も
の
な

b
p
,
最
後
に

L
o
c
k
e

は
科
學
を
分
つ
て
三

_

と

«

せ
&
。
第

 

一
u 

0
P
O
S 

(physica) 
•即
ち
自

然
哲
學

に
し
て
事
物
の
知
識
を

®:
味
し
、第
•一一

 

は
名

g

’
r

l

(

p
r
a
a
c
a

)
、就
巾

®

も 

M
要
な
る
は
偷
现
學
に
し
て
、善
良
且
つ
有
用
な
る
事
物
を
取
得
す
る

'
 
が
爲
に
五
ロ
人
自
身
の
力 

及
び

行
爲

V
J疋

し
く
適
用
す

/,
，
の
方
法
を
論
ず
る
も
の
、

而

'L
て
第
三
は

^

5
§
r

l
即
ち
表
號 

の

■

論
：に
し
て
是
等
表
號
中
最
も
有
用
な
る
も
の
は
言

®

な
る
が
故
に
、又
能
く
之
を

1

1, 

論
理
學

 
w

m
し
得

可
し

云
々

^(IV; 

E
r
d
m
a
n
n
,

 

pp. 

1
0
8
-
9
)。

:
 

:
四

.

.

.

. 

，
卜

'
: 

'

以
上
は
是

 

Loc'ke 

が A
n

 

E
s
s
a
y

 

c
o
h
c
e
m
l
n
g

 

H
u
m
a
n

 

u
n
d
e
r
s
t
a
n
d
i
n
g
.

の
大

m

な
り

(

此

*

の
表
^
は 

播
世
の
大
多
數
の
英
國
學
满
に
由
り

t*
.A

n

 E
s
s
a
y

 o
n

 the H
u
m
a
n

 U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
i
n
g 

s

し
^
揭
げ
ら
れ 

 ̂

>
9 

0 

,
”
&

.恐
ら
く
ば
•其
引
用
を
誤
れ
る

と
共
に

馮
意
義
を
も
亦
.誤
れ
る

も

の
な

t

H
ばe 

H
u

丨
 

m
a
n

 

U
n
s
r
s
t
a
n
d
i
n
g

 .

は
人

il
f
lの
心
意
に

對
す
る

同
義
語
な
り
。
而
し

て

A
n

 

E
s
s
a
y

 

o
n

 

the 

H
u
m
a
n

 

U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
i
n
g

は

心
勤
學
上
の

a

文
を
：意
味
す
る
こ
ど
、
爲
る
可
し
。

B
o
w
e
n
、
M
o
d
e
r
n

 P
hilo

s
o
p
h
y 

t
r
o
m

 

Descartes 

to 

s
c
h
o
p
e
n
h
s
e
r

 

a
n
d

 

H
a
l
t
m
a
n

J3
T
8GO
7
. pp. 

II-I2
)U 

而
し
て
彼
 

i

s
ん
が 

S
«

及

び
皮
省
'の
兩
者

ょ
ぅ

受
.く

る
單
純
觀
念
中
、苦

.痛

.■及
，び
：
快

樂

を

以

て

頗

，
る

重

要

な

る

も

の

な

i

ふ
：.
_

_

H卷.：.
(.：一 .

t
s
>
.
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'
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,
E
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V
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M
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f

l
卷

(

ニ
四
〇
.

)

論
.
說• 

s

w

'

yク
ゅ
哲
學
1

歡

I

と
I

渉

第

九

雄

.

H
V 

. 

と
做
せ
り
。

即
も
身
體
ホ
に
は
單
純
な
る
か
荇
し
く
は
苦
痛
又
は
快
樂
-を
隨
伴
せ
る
感
覺
の 

肩
す
る
と
等

し

:1
)<思
想
又
は
心
意
の
知
覺

-

‘
隳
に
然
る
か
、若
し
く

 

3

 

2

又

s

 

I

 

I

は
勞
苦
を
隨
伴
す
る
も
の
な

U

。
是
等
の
も
の
も
亦

他
の

単
純
觀
念

i

し
く 

'之
”

叙
述

.し
、若
し
く
は
；
S

目
を
率

義
す
る
を
得
ず
。

之
を
知
る
の

.道

S

官
の
單
純
親
念 

に
於
け
る
力
如
ぐ
獨
办
經

：

驗
に
依
る
可
き
の
み

(
H
u
m
a
n

 

understanding. 

I
I

 

M
s
. 

§ 

I.)。

事

吻

次 

4

に
认
樂
恭
し
く
は

^

痛

に

關

聯

し

_て善
若

し

.く

は
不
善
た

る
.
？

。r

善」

と

は
吾
人

に

夬
楽 

を
誘
起
：し
又
は
墙
加
し
、若
し
ぐ
は
：苦
痛
：を
減
少
し
、或
は
或
他
の
善
の
所
有
若
し
く
は
或
不
善 

の
缺
無
を
取
得
し
又
は
維
持
す
な
.に

I

る
も
の
を
謂

ひ
、「

不
f

は
之

に
反

し
、®

人
に
或

P
 

痛

を

璧

し

5

增
加
し
、若
し
 

< 
は
I

f

減
じ

。
S

 

2

 

H

得
し
若
し
く

 

3

 

f

吾
人
ょ

I

取
す

.る
s

f

 

t

の
I

付
ぐ

L

e

.

は
S

S

て
？

〗

 

潔
秀
拔
な
る

H

I

.
の
所
說
を
義
解
せ
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
觀
あ
る
な

m

H

,

l

 

g
 

H
U
— 

m
a

n
f

r
e

i
r

i
—

千
六
西
三
十
九
年
の
交
に
起
草
せ
ら
，れ

、T
h
e

 

E
l
e
m
e
n
t
s

 

o
f La

w
,

 

I

E
 an

d

 p
c
g
q
u
e
.

の
題
下
に
寫
本
ど
し
て
流
布
せ
し
が
、一
千
六
西
五
十
年
其
友

V 

蝥
に

ft
ぅ
I

V

 H
u
m
a
p

 

N
a
t
u
r
e

 

..及
び

u
o c

o
l

e

 

P
I

C
O

の
ニ
部
に
分
ち
て
出
版
せ
ら
れ

セ

4

.

.

.
フ V

一，
V
5

'
:
- 

r. 

:-
::
,

-

.

v 

;

,

ぐ
.
.'.
;

:
.

J:
’決
'樂
：及
び
苦
痛
、並
に

•之
を
-招
致
せ
る
善
及
ぴ
不
善
は
吾
入
が
欲
情
の
廻
轉
す
る
樞
機
な 

(§
3.)。

.人

.間
は
此
世
界
め
能
く
し
得
る
、最
大
な
る
安
易
，快
樂
及
び
變
化
を
以
て
最
も
舞
く 

內
に
彼
を
保
持
す

6
を
得
可
き

有

ゆ
る

a

類
の

事

物
の

^

多
な
る
に
外
な
ら

^

る
幸

福
を
取 

得
す
る
が
爲
に
此
世
界
に
盧
か
れ
た
る
な
上

！
^
!
!
^

Life 

o
f 

L
o
c
k
e

 

1
8

2
9
, 

p. 

8
6
,

所
載

日
誌
、
本
書 

は

」

千
.八
百

五

+

A
年B

o
h
n

叢
書

中

Iに
a

g«
J

せ
ら
る

)

ど
謂

へ
る
に

.
■し
て
吾
人
は

L
o
c
k
e

が

富 

に
關
す

.る
槪
念

を

推

知

し

，得"可
し
。
或
人
が
或
物
の
現
在
の

享

得
が
之
す
共
に
歡
喜
.の
觀

念 

を

導
く
：
可
き
も
の

 

'
缺
無
に
由
ぅ
て
彼
自
身
の
內
，に
見
出
し
れ
：る
不
安
は
即
ち
菩
人
が

「

欲
留」 

V
J

»•
す
る
所
の
も
の
に
し
て
、そ

.は
不
安
の
大
小
に
從
つ
て
亦
大
小
あ
る
な
り
。.人
間
の
勸
勉 

-

及
び
活
動
に
對
し
主
要
な
る

(

縱
今
唯
一
に
あ
ら
す
と
す
る
も

1

戟

物
た
る
も
の
は
不
安
な
り 

即
ち
縱
令
如
何
に

#

な
る
：物
が
提
供
せ

ら

る
、
も
、若
し
其
缺
無
が
何
等
の
不
快
若
し
く
は
皆 

痛
：を
隨

#

す
る
乙
ビ
な
く
、人
は
之
を
缺
く
も
安
易
に
し
で
滿
足
，な

P 
ノ

レ

せ
ば
、之
に
對
し
て
何 

破
の
欲

a

な 
/
\ 
又
之

.を
求
む
る
の

■

力
あ
る
こ
と
な
き
が
故
な
ぅ
。
即
■ち
單
な

るv
e
l
s
t
y

 

(

彼 

は
此
語
を
以
て
欲
：

_

の
：最
低
度
位

を
：
表
示
す
。

H
I

S

は
全
然

#

連
せ
る
意
味
に
此
名
#
を 

諒
解
せ
む
、前
揭

ff
i

a

p

 

I
. 
F § 

I.)

以
上
に
出
づ
る
こ
と
な
き
な
り
。
欲
鎏
は
又
提
供
せ
ら
れ

第
十
三
饴

(

ニ
四
ご
論
餽
汐
ョ
ン
，ロ少クの贺學ミ其經濟舉說との夾渉

 

第
九
^

三
九
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第
十
竺
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ニ
四

5

論

' 
犹
ソ
，
1

'
 

—

r l
r

"

，

i

i

s

^

? l
^

^

!

s;
l

-

i ^

安

の

を

?

而
し
て
生
命
其

2

に
l

m

續
不
可
避
な
る
不

^

 

^
 

T

^

 

^

 

^

 

S

 

^

 

?

 

w

 

^

 

i

 

#

 

^

s

.
良
 

I

。

意

^
 

w

I

I志
I

I

 

¥

る
I

は
或

S

、せ
る

■

上
に

s

 

t

れ
た

；

；

M

 

:
'
丨

\: 
f

i

我
.全
S

る
造
物
主
は
人

>

に
.彼
等
自
身

I

持
し
、酣
し
て
其
取

^

 

■

.

“

u

M

Ifs
志 

I

せ

:
讓

_

疆

不
安

？

。

I

f

 

k
る
を

,

-

の
は
最
大

I

な
る
善
に
？

し
て 

&

V

ノ 

6
ォ
る
を
次
る
も
而
も
贫
を
以
て

0

ら
足
れ

ぅ
ど

r
る

寺

ょ

V
Vジ
.

知
る

h
 

“ 

M

l

ホ
足
け

.
W」

ビ
な
し
。

§
の
健

f
 

f經
濟

i
 

fる
を 

|

)

°'
1
然f

 

y

れ

u

 

S

徒
を
驅
つ
卞
酒
家

I

し
む
る

f

i

f

 

i

の
念

i

志
の

.上
に
作
用
す

る
や

。

第

一
に
不
安
の
徐

式
は
幸
福
に
到
る
第
一
步
な
れ
ば
な

^

§ 

3
6
.)

。
第
二
は
'不
安
の
み
獨
ぅ
現
存
す
る
が
故
に
し 

て
^

無
せ
る
も
の
が
そ
の
存
せ
ざ
る
所
に
作
用
す
る
は

.萬
有

0

本
性
に

‘背
反
す
る
な

A'
§
3
7.

)

ハ
 

:•
:
贫
三
に
意
志
が
善
の
見
解
に
由

b

て
決
定
せ
ら
る
可
し
ビ
せ
ば
無
極
無
終
な
る
上
天
の
歡
樂 

'0
可
能

>'
承
認
す
る
潘
は

.赏
、名

#

又
は
有
ゆ
る
'他
の
現
世
的
快
樂
を
追
求
す
る
こ
ビ
な
か
る 

可
き

^
.故，な
ら
げ
舞
る
に
經
驗
に
微
し
て
明
か
な
る
が
如
く
驗
々
次
る
小
事
を
追
求
す
る

®
 

人
力
欲

a

の
連
續
的
：不
安
を
滿
足
す
る
：が
爲
：に
最
大
な
る
善
は

(

與
等

_

に
附

せ
ら
る
、
ぶ
り

(§

 

s

o

嫌
厭

赵
傾

忿
怒

嫉
妬

羞

恥
等
の
欲
情
も
亦
各
其
不
安
を
有

し
、
從
て
又

意
志

に
影
響
す

る
も
、
 

而
も
殆
ど
郛
何
れ
の
も
の
ビ
雖
、之
ど
接
合
せ
る
欲
望
を
伴
は
ざ
る
も
の
あ
る
こ

^

な
し
。
不

. 

;
安
の
存
す
る
所
に
万
ち
欲

^

あ
る
な

A
 § 39.)。

遮
莫
，吾
人
は
此
世

R

於
て
種
令
な
る
不

f

 

良

て
包
圍
せ
ら
れ
、

K1
冷
な
る
欲
蕻
に
惑
僦
せ
ら
る

、

が

故

に
^

中
に
在
々
て
最
も
急
切
な
る 

i
<?
が

自

ら
次
き

の

に

恶

し

意

志
を
決
定
す
る
の

優
•勝
な
る
，地
位
を
，有
す
る
な

K
y
-
w
^
.
o
u
o 

欲
望
の
唯

.

一

の
對
境
は
幸
爾
な
り
。
幸
福

S

不
幸
と
は
兩
極
端
の
名

■

に
し
て
、其
極
限

^

境 

界
は
吾
.人
之
を
知
ら
す
、を
は
服
、觎

た

る

乙

マ
し
な
く
、耳
、廳
き
*

る
こ
と
な

く
、
又
思
料
す

T

ぐ
V

贫
十
三
盤

(

ニ
四
H)

論

E 

S
ン
f

ソ
ク
の
哲
學
と
其
經
濟
霞
と
の
議
 

龄

焱

四

一



m
十
三
卷

c 

ニ
四
四)

論

餽

S

ゾ* 
ロ
タ
ク
の
哲
學w

其
馨
摩
說
と
の
突
涉
 

策
九
總
少
ニ 

の
心
胸
に
入

&

た
る
こ
ビ
な
き
も
の
な
り
。
然
れ
ど

V

兩
翁
の
或
度
位
に
就
き
て
は
吾
人
は 

i
方
に
於
て
は
：悅
喜
及
び
歡
樂
、他
方
に
は
苦
惱
及
び
悲
歎
の
種
々
な
る
賞
例
に

_

_
て
銘

1!
1
 

せ
ら
れ
た
る

®

る
鮮
少
な
る
印

.象
を
有
す

(§
41.)。

完
全

■な
.る
库
福
は
菩
入
の
能
く
し
得
る
極 

ff
0
.快
樂
に
し
て
不
幸
は

.極
限

.の

:®
痛
な

CS、

而
し
て
幸
福

VJ 

■
せ
ら
れ

.得
る
も
の
、
最

S

度 

位
は
之
無

く

ん
ば
何
人
も
滿
足
し
得
ざ

.る
，程
度
に
於
け
る
有
ゆ
る
苦
痛
ょ
り
の
安
為
及
び
•現 

在
の
快
樂
な
り
。

1'
.
而
し
て
快
燊
及
び
苦
痛
は
或
對
象
の
作
用
に

.
由

&

_
人
.の
心
湓
又
は
身

®
 

の
上
に
挪
冷
な
る
；度

.位
に
：於
：て
生
起
せ
ら
る

、

が
故
に
、吾
人
の
中
に
快
樂
を
生
ず
可
&
適
性 

を
^

す
る
も
：

0
,は
菩
人
の

;/
寶
#

に
し
て
苦
痛

.を
生
す
る
の
傾
あ

' 
る
も
の
は
之
を
不

#

と

«
 

す

负

又

一

定
度
位
の
快
藥
を
注
す
る

R

適
す
る
も
の
は
其
自
體
に
於
て
善
に
し
て
、一
它

M 

位
-の
苦

»

を
生

_

可
き
も
の
は
不
善
な

6

ビ
雖
、を
が
其
同
種
の
更
に
犬
な
る
も
の
ど
競
合
す

' 

る
へ
時
は
往
令
に
し
で
之
を
爾
く
稱
せ
ざ
る
と
あ
る
な
り
。
即
ち
彼
等
が
競
合
す
る
場
合
に
は 

:

快
樂
及
び
苦
痛
，の

'度
位
％
亦
當
：然
纖
輝
の
自
：的
ビ
爲
る
な

り

。
從
て
吾
人
苦
し
吾
人
の
所

 

一B 

善
.不
善
家
る
も
の
を
疋

^

ぐ
：思
料
せ
ん
か
、其
多
ぐ
比
較
に
存
す
る
を
阜
出
す
可
し
。
何
ビ
な 

れ 

'は
快
樂
の
多
少
に
て
も
大
な

.

.る
度
位
及

S

苦
痛
の
多
少
に
て
も

.少
き
度
位
に
對
し
原
因

*

る
も
の
は

'善
.
.の
性
質
：を

.，有
し
、之
に
：

.反
す
る

4

の
は
不
善
の
性
質
を
有
す
る
な
支

§
4
2
.
0

而
も 

確
實
に
，幸
福
の
原
因

^
:る
可
く
認
知
せ
ら
れ
た
る
事
物
と
雖
：彼
等
が
.特
殊
の
個
人
に
取
り
典 

幸
福

)

の
必
須
な
る
部

#

を
構
成
す
る
：も
の
ど
し
て
思
料
せ
ら
る
、
に
非
ざ
れ
ば
必
然
其
欲
龜 

を
動
す

i

な
き

.も
の
な

:!
)
:

(

§
4
3
.
0
,
凡
そ
其
何
左
る

e

を
間
は
ず
、總
て
現
在
の

^

痛
は
吾
入

J> 

现

a ：
の
.不
幸
の

I

部
.た
る

.も
、而
も
總
て
の
存
在
せ
ざ
る

.善
は
如

.何
な
る

.

.時
ビ

雛
、吾
人

♦
か現

.在 

の
幸
福
の
必
要
部
分
を
構
成
：

U
.又
；は
其
缺
無
は

' 
苔
人
が
不
幸
の
一
部
た
る
こ
ど
な
し
。
菩
し 

を
が
典

1

部
を
權
成
す
；る
ビ
せ
ば
、吾
人
の
所
有
に

#

せH

る
幸
願
の
，無
限
の
度
位
存
す
る
が 

故
；に
、
•吾
人
は
不
斷
耳
つ
無
限
に
不
幸
な
る
可
き
珞
の
な

.!
)
。
斯
く
て
有
ゆ
る

5

安
は
余
ね
せ 

ら
れ
て
、善
の
相
當
な
る
度
位
は
現
在
に
於
て
人
々
を
滿
足
せ
し
む
る

l:
t

す
る
な
ぅ
。

I
S

レ
 

て
.普
通
の
享
樂
の
連
績
に
於
け
る
快
樂
の

.或
僅
小
な
る
度
位
が
彼
等
'の
滿
足
せ
し
め
ら
れ
得 

可
§

幸
賴
を
組
成
す
る
な
ぅ
。
若
し
然
ら

す

/V
ば
'吾
人
の
意
志
の
決
定
せ
ら
る
、
こ
ど

0
る 

多

ぐ

、吾

人
*>
其
生
；
涯

の

大

：部

分

，を

有

意
.
的
に
浪
費
す
る
、か.の
不
善
不
惡
に
し
て
明
か
に
瑣
末 

な
る
ネ
：贫
に
對
す

.る
，.餘
：地
，な
力

.る
可
き
な

.

C
S

而
し
て
最

.大
の
善
に

.
"對

す

る

不

關

の

韋

志

.決
定 

又
は
欲
求

R

就
'き
て
怠
慢

.な
る
乙
と
あ

A

得
ざ
る
な
夂

§ 4
4
0
。 

，

第
十
三

卷

(

一一
四
五)

論
，

E

ジョン

•ロ
夕
ク

の哲學
と
其
經

濟取訛

ミの炎逃
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第

九

號

■

I

 

M

,

o

o

rは
#

」

に
、.對
す
る
欲
聲
を
以
そ
名

#

.

及
び
勢
カ
.

：並
に
習
惯

^>

菩
.

<

に
0

然
な
る
も
の 

|

 

.

た
ら
し
め
t2

る
其
他
多
數
の
不
齊
な
る
欲

■

ど
並
置
し
て
之
を

「

想
像
的
不
安

」

と
見
.

做
し
'

た

りO-

 

|

 

:

甘

し

，
て^

に

遠

：
き

，
存

在

せ

ざ

.

る
善
は
若
し
飢
混
其
他

.

多
數
の
日
常
普
通
の
必
栗
，並
に
不
時

0
 

一、：
‘ 

.

の
タ
ぎ
^

:^
.

るr

想
像
的
不
安

」

に
し
て
減
退
し
、更
に
太
'な
る
對
象
の
觀
想
に
磘
然
心
意
を 

一
 

捧
い
：ナ
ぅ

4

は

能

く

直

接

競

合

す

る

を

得

可

し

。

.

I

而
、識
般
の
觀
想
に
對
す
'る
摩

; t
丨
Je

i
低
き
先

.天
が
及
び
：

f

天
的
欲

.望
の
歇
む
こ
と
な
さ
再
現
な
上

§
4
s。
而
し
て
正
當 

.

な
る
組
料
篇

•

人
は

'提
供

f

れ
た
る

s

の
2

に
舞
し
響
な
る
比
準

S

人
の 

パ 

欲

蓮
を
引
上
ぐ
る

己

ど
を

#

る
な

'

I
斯
く
て
そ
は

繼
て
又
意
志
の
上
に
作
用
し

て
追
求
せ 

了 

る
、

I

至
る
を
得
る
な
々
.然
れ
ど
も
耽
述
せ
る
が
如
く
幸
福
を
求
む
る
努
力
の
第
一
步 

〖

.•

.
へ
は
不
幸

0

境
界
ょ
上

S
-

全
に
脫
出
せ
ん

ど
す

る
に
存
す

る

が
故

5

人
が

一

切
の
不
安

I

:
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^

^
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n

 ̂

^

^

t
 

 ̂

^

^
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^

^
 

^
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^
 

 ̂

^

^

^

^

^

^

 

^

ソ

:

は
ざ
る
な
&
、

而
'し

て

吾
人
は
此
不
十

f

る
狀
態
に
於
て

I

多
の
缺
感
及
び
欲

S

以
て
，

::
:

包

圆

せ

ら

る

、

が
故
に
、吾

人

は

此

世

界

に

茌

6

て
は
永
く
之
ょ
ぅ
釋
放
せ
ら
る
、
こ

^

な

&

力
资

1
§
4
6
.人
は

''
]
|; ^
界
の
給
與
し
得
る
總
て
の
も

0

を
有
す
る
時
ビ

#
、柯
不
«
、不
安
に
し

て
幸
福
よ

b

遠
ざ
か
れ
る
な
り

」

。
前
揭
片

B-
cr
q
.rr
載
の
日
誌
、

p
.

00
S

。
心
意
は
經
驗
に
徵
し
て 

明
か
な

'る
が
如
く
、大
多
數

.の

.

.場
合

R

於
：て
其
欲

—

中
の
或
潜
に
就
•
之
が
決
行
及
び
滞
足
を 

停
止
：す
る
の
力
を
有
し
、斯
く

•て
總
て
，の
も

.の
は
順
次
に
興
對
象
を
思
料
し

*有
少
る
方
面
よ

 ̂

之
を

*

査
し
而
し
て
之
を
他
ビ
比
較
す
る
，の

.
自
*

を
有
す
る
が
故

R
,多
數
の
不
安
中
次
の
行 

爲
に

.
举
し
菩

A

の
.意
志
を
決
定
す
可
き
も
め
は
其
最
大
に
し
て

1

緊
切
な

.
る
も
の
な
り
。
愛

. 

に
人
間
の
有
す

.る

.有

.‘ゆ

.る

.自
to
ば
存
す

‘

な
り
、而
し
て
，之
を
正
し
..く
使
用
せ
ざ
る
よ
り
し
て 

&
て
の
失

^

異
*

及
び

.

.過
失
を
生
す
る
な

P0 
•
之
.を
妨
止

.す
る
が

M
.に
吾
人
は
或
欲

■
a
の
遂 

行
を

#

止
す
る
の
力
を

.有
す
。

L
o
c
k
e

は
之
を
以
て
有
ゆ
る
自
由
の
极
源
な

6

ビ
及
し
、ぷ
ユ
听 

.謂

：
自

由

、
意

志
^
'る
も
の
は
成
立
す
る
も
の
と
觀

^

6

.

0即
ち
此
嗲
业
の
間
に
吾

/i
J
自
已
が 

常
に

.行
は
ん
ビ
し

ク

、
•ぁ
.る
も
の
、
善
惡
を
雒
蜜
し
、觀
察
し
而
し
て
判
定
..する
の
機
會
を
有 

す
る
な

A
 § 47.)。

菩
人
自
身
の
判
定
に

tf
i

ぅ
て
決
せ
ら
る
ゝ
は
自
由
に
對
す
る
制
限
に
非
す 

し
て

'其
aa
修
縮

•

に
ぁ
ら

t'
L'
て
其
行
使
な

-
.

.ss (
§ 

400
.

)

。
«

自
身
の
自
由

’も
亦
其
最
善
な

' る
も 

>

に
依
ぅ
て
決
定
，せ

ら

る

.>
を
妨
ぐ
る
乙
ど
な
し

(

r
vo
.

)

。
幸
福
に
對

す
る

不
斷
の
欲
望
及

び
. 

吾
人
を
驅

つ

て

之
に
向

.つ
て

.行
動
せ

.し
め
ん
と
す
る
腿
迫
は
自
由
の
縮
減
に
非
ず

(
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正
堅
資
な
る
幸
福
の

S

に
し
て

S

な
る
追

^
 

 ̂

a
 

A
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 ̂

s 

a 

■

福
■

せ
し
む
押
と
同
一
の
必

5

同
一
の
威
力
を
以
て
各
個
の
相
次
げ
る

i

 

f
 

J

.

.
考
贫
し

r

し
て
其
の
滿
足
が
吾

A

の
'眞

の
幸
?

抵
觸
す
る
こ
と
な

&

や
を

S

，
る
な
晏

2.)。

而
し
て

f

が
欲
情
の
制
御
は

I

に
對
す
る
疋
當
な
る
進
修
た
る
？

(§

 

53*)'

,
c然
る
に
人
齡
此
世
に
於
て
？

 

E

て
相
反
？

®

擇
I

す
S

等
が
悉
く
善
を
追 

^
けf

に
非

f

;

を
I

す
る

■も
の
に
非
ず
し

5

 I

事
物
は
有

f

人
に
對
し
等
し
く
善 

㈡

i

力
f

 

.總
て
の
人

S

其
追
求
す

H

に
す
る
は
彼
等
が
其
幸
福
を
同 

#

に

11
ぐ
乙
ぞ
な

〜

、又
’之
に
對
し
て
ー
同
ー
字
段
を
選
ぶ

乙

I

き
を
示
す
も
の

？

Q 

S
 

k
 )

_
'
' 

r丨
ル
意
の

f

趕
す
る

'力
ま
、
に
動
作
し
又
は
動
作
せ
ざ
る
の
力
に

#

す
る
も
、衍
も 

の
場
合
に
於
て
入
は
敫
意

s

_

抑
止
す
る
の
自
由
を
有
せ
ず
、彼
は
其

l

r

 

前
I

は
ざ
る
可
參
。：

_

腐
、人
が

I

に
關
し
黑

I

す
る
揚
合
あ
ふ

I

求

 ̂

ら
る

f

 

I

と
し
I

I

を
選
擇
せ
る
場
合
？

。
此
に
は
彼
が
其
目
的
物
こ
し 

i

n

 

I

 や 

I

f

 る 

I

圖

，

ょ
>

其
選
擇
の
發
動
を
停
止
す
る
を

#

る
な
う
。

.即
ち
彼
に
し
て

I

度
之
を
選
び
、而
し
て
其 

幸
：-

福

の

一

部

と

爲.り
ぬ

る
時
；は
*そ
は
欲

S
T

を
喚
起
し
、而
し

て

之
に
應
じ
て
其
意
志
を
決
定
し
、
 

彼
を
し
て
其

0

.

0

の.遂
行

K

着
手
せ

し
む

可
き

不
安

を
®

に
與
ふ

る
が

故
な
b

o

彼
の

意
志 

は
常
に
其

悟
性
に
由

*

て̂
善
>
し
判
定
せ
ら
れ

た
る
も
の

に
依
り
て
決
吏
せ
ら
る

yも
、而
も
彼 

に
し
七
自
ら
選

»

を
鼢
ら
ん
が
、彼
は

^

に
是
に
由
纟
て
生
じ
た
る

責
罰
を
蒙
る
な
る
可
し
。
 

永
遠
の
法
則
及
'び
跑
冇
の
本
性
は
彼
が
誤
れ
る

®

擇

f
 j

致
す
る
が

爲

に
改
變
せ
ら
る
可
き 

も

0
.に
あ

ら

ざ

る
な

夂
〒
芬

)

。
..
各

個
の
有
意
的
行

爲

、の

0
擇

に
私
し
意
志
を
決
定
す
る

諸
般
 

の
不

■安
は
一
部
は
：吾
人

.の
カ
，の
及
ば
'さ
な
原

因
、
例
へ
ば
肉
體
的
苦
痛

よ

う

生
じ
、他
は
過
て
る 

判
定

ょ

P
生
じ
た
る
：誤

‘れ
る
欲

0
ょ
う
發
す
；

(
§

.
5
7
0
0

現
在
の
善
若
し
く
は
不
善
に
關
す
る 

(

吾
人
の
利
定
は
常
に
正

'當
に
：し

.
て、外

*

ヒ
事
實

V
J

は
此
場
合
に
於
て
は
必
ず
同

1

な
4
 

S

C 

而
も
吾
人
の
欲

'
«
は：五n:

人
の
幸
福
を
形
成
し
又
は
增
加
す
る
の
必
要
に
從
ひ
現
在

.の
享
樂
以

. 

.夕
に

t

Et
し
，
致

#
'
.せ
' 
さ：る

.善
Iに
.向
：つ
て

.：心
，裔

を

.馳

ゼ

し

む

る̂
う

-59
0
。

2r
く
て
吾
人

^*
幸 

福

の

必
要

部
分
を

形
成
す

る

所
の

b
の
に

關
す
る
過
れ

.る

判
足
ょ

り
、
现
在

の

快
樂
及
び
苦
痛 

ビ
將
來
の
を
れ

ビ
を

比
較
す

る
に

除
し
、服
前

の

對
象
は
；史

に
遠
隔
な
る
も
の
に
比
し

^
實
典 
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1 1
“

な
る
も
却
て
之
ょ
ー

大

f

も
の
ど
し
て
思
惟
せ

.ら
る

-、
I

し
ぐ
、吾
人
が
心
意 

If
.
ダ
3
 

/ 

w

•

る
.
1

.E

.
&往
ナ
に
し
て
誤
れ
る

.刺
定
を
爲
す
に
基
き

V又
は
無
知
及
び
下
注
意 

J
因
ぅ

s

 Q

 

f

1

料
す
る
に
際
し
過
れ

U

下
し
、或
は

I

實
吾
人

I

福
：」

 

f

な
る
も
の
を
然
ら

-
ず
品
定
す
る
に

f

 

i

亂
.せ
ら
る
、
な

.ぅ(

ゆ
I

.)

。
吾
人

■

 

趣
味

5

嗜
好
を

.敎
狻
し

I

す
可

&

も
の
を
快
適
な
る
念
に
變

U

る

s

 

y

 

之
を
行

5

る

可

喜
(

§
多

r

德

K
:對
し
て
不
德
を

S

は
顯
著
な
る
不
正
の

2

?

 

卜
I

.
の
观

1

:
被
が
：特
殊
の
個
人
に
對
す
る
外
觀
的
善
と
對
置
し
て
眞
正
な
る

J
 

f;
:

0

j
的
標

1

用
仲

♦

こ
s

 

J

へ
而
し
て

1

1

1

着

?

るK

 

W
 

"

て
,

*
 

f

れ

f

 

?

。
物

«

的
欲

M

t

«
 

T終
?

 

S

®
の
經
濟

f

欠 

く
此
眞
正
な
る

#

忙
對
す
る
容
觀
的
標
準
匕
の
交
涉
を
失
へ
る
な
り
。
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彼
の

I

に
散

1
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2

論

S

S

S

矛

f

.

見
出
す

I

 
く
し

r

、
l

 

M

e)
.

/

Vc t
る】

質

,

I

の
難
事
た
る
に
似
た

f

は
菩

.人
が
富
の
元
本
を
以
て

“
 

I

の
f

に
取

I

f

る
物
を
意
味
す

I

の
£

n

f

で
.S
4

以
下
所
揭
ニ

千
：
六

苗

七

十

七

年

ニ

：月

八

日

；
附

：日

®

^
而
し

T

物
の
內
在
的
價
値
は
單
に
人
間
の
生
说
に
對

. 

す
る
其
有
用
性
に
侬
賴
す
る
も
の
ビ
倣
せ

b
. (T

w
o

 

Treatises 

of G
s
e
r
n
m
e
n
t

 

I
L

 

v. 

§ 

3

0

i 

「

有

ゆ

；
る

：
物
.の
上
に

®

値
の
相
違
，を
薇
ぐ
ば
勞
働
な
り
。

而
し
て
或
者
を
し
て
煙
草
又
は
砂
糖 

を
栽

^

し
W

麥
又
は
大
麥
を
播
禪
：せ
る
一
撕
の
土
地
と
其
上
に
何
等
の
耕
作
を
も
施
す
こ

^
0 

な
く
 

t

典
有
_の
狀
態
に
委
せ
ら
れ
た
る
同

 

一
土
地
，の

一

飙
ど
の
問
に
如
何
な
る
相
違
の
存 

す
る「

や
を
'思
料
せ
し
：め
ば
、彼
は
勞
働
の
投
入
：に

to
b

て
加
へ
ら
れ
た
る
改
提
が
其
價
値
の
道 

か
に
大
な
る
部
分
を
構
脱
す
る
を
發
見
す
る
な
る
可
し

」
(

§
4
0
.

)

と
稱
し
、

»

て
又「

單
に
^
、
を 

し
て
或
普
通

0'
生
活
資
料
に
就
き
是
等
の
も
の
が
吾
人
の
用
に
供
せ
ら
る
>の
以
前
に
於
て 

順
^

經
過
し
來
ぅ
た
る
所

.を
*

今
て
、彼
等
が
其
價
値
の
幾
許
を
人
間
の
勸
勉
ょ

^S

受
け
た
る 

.か
を
會
得
せ
し
む
可
し
。
麪
包

•酒
及
び
織
物
は
日
常
使
用
せ
ら
る
、
所
に
し
て
且
つ
著
し
く 

ま
多
な
る
物
件
次
り
、

|®
も
野

®

水
及
び
樹
葉
又
は
獸
皮
は
若
し
勞
働
が
是
等
の

81
に
有
用
な 

る
貨
物
を
晋
人
に
供
給
す
る
乙
ビ
な
か
ぅ
し
な
ら
ん
に
は
吾
人
の

.麪
包
、飮
料
及
び
被
服
た
ら 

ざ
る
；可
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

即
ち
麪
包

.が
野
果
以
上
代
、酒
が
水
以
上

R
、而
し
て
織
物
又
は
絹 

物
が
樹
葉
、獸
皮
又
は
蘚
苔
以
上
に
價
値
あ
る
所
以
の

i

の
は
悉
く
皆
勞
働
及
び
勸
勉
に
歸
す

f

l
盤

0 
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6

其
一
方
は
無
援
の
自
然

.
が
‘吾
人
に
供
給
し
た

る
.：

食
料
及

_び
衣
料
に
し
て
，他
は 

吾
人
の
動
勉
ど
苦
痛

'と
が
菩
人

Q

爲
に

.
準
備
し
た
る
資
料
な
り
、而
し
て
或
人
に
し
て
其
憤
値 

力
如
何
に
他
を
超
過
す
る
か
を
計
算
す
る
時
は
又
、吾
人
の
此
世

R

於
て
享
有
す
る
物
の

II
値 

.の
最
大
部
分
を
梢
成
す
る
も
の
は
勞
働
に
し
て
、而
し
て

原

料
を

.生
産
す
る
土
地
は
殆
ど
走

一 

部
ビ
し
て
認
め
ら
る
、
こ
と
な

§

か
、或
は
精
冷
其

®

て
小
部
：分
と
し
て
認
め
ら
る
、
に
過
ぎ 

::
r

w
ち
菩

A

の
間
に
於
て

_

へ
：，全
然
自
然
に
委
せ
ら
れ
、何
等
牧
養
、耕
転
又
は
栽
植
に
依
キ
て 

改
良
せ
ら
る
ゝ

i

:

n

 

m

s

 

K

m

w

k

^
 

v

然
る

r
kく

無
用
地

f

)

と
？

ら
れ
、
 

而

し
'.
て

吾

人

は

其

利

_

を

見

出

す

こ

と

殆

ど

無

有

以

上

に

出

づ

る

こ

ビ

な

き

ま

で

に

僅

少

な
 

る
を
知
悉
す
る
な
る
可
し

」 (§ 

I

I

、而
し
て
又
彼
は
靈
に
引
用

せ
る
が
如

く
、
人
類
が
；.英
國 

へ內
I

け
る

1

S

 
土
地
よ
り

r

ヶ
年
內
に
受
く
る
利
益
に
比
し
、盟
米
利
加
に
於
け
る
同
一 

I

除

F

1

而
猜
の
土
地
よ
り
受
く
る
名
の
は
前
者
の

I

千
分
の

I

に
達
せ
ざ
る
可
し
ど
說
气 

「

然
れ
は
土
地
の
上

〗

に
擅
値

0-
最
大
部
分
を
置
ぐ
も
の
は
勞
働
に
し
て

^

な
く
ん
ば
土
地
ば
め 

と
何
等
の
價
値
な
が
：る
可
し
，か
の

 

一
m

の
小
麥
耕
作
地
の
所
灣
る
薬
麵
包
が
荒
蕪
の
狀 

1

に
在
る
障
一
地
味
、间

， .
1

而
攒
.の
土
地
の
所
産
よ
り
も
價
値
大
な
る
は
總
て
皆
勞
働
の
結
果

な
る
が
故

b
菩
人
は
之
に
對
し
て
布
ゆ
る
興
有

.用
な
る
生
產
物
の
最
大
部
分
を

負

ふ
も
の
か 

り
。
即
ち
脊
人

.の
食
す
る
麪
包
中
に
算
入
せ
ら
る
可
き
も
の
は
啻
に
：耕
夫
の
苦

0
、XI
J

入
及
ズ 

麥
打
を
爲
す
考
の
勞
芮
及
び
刺
包
规
造
職
の
汙
の
み
な
ら

^
、其
數
頗
る
多
ぐ
、此
毂
物
が
播

M 

せ
ら
れ
て
よ
り
麪
包

ビ

爲
す
に
至
る
迄
、之
に
入
用
に
し
て
、總
て
勞
働
に
歸
せ
し
め
ら
る
可
ぐ 

又
典
結
港

：

ビ
し
て
收
愛
せ
ら
れ

.ざ
る
を
得
ざ
る
犁
、磨
臼
、̂
又
は
其
他
の
或
器
具
に
使
用
せ
ら 

る
可
き
牛
を
馴
ら
し
、鐵
及
び
石
，を
採
掘
加

」

エ
し
、木
材
を

.伐
，採
し
，組
合
す
る
苕
の
勞
働
も
亦
之 

に
算
入
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
自
然
及
び
土
地
は
單
に
彼
等
自
身
に
於
け
る
.が
如

く

殆
ど
無
價

# 

な
る
資
料
を
供
給
す
る
に
過
ぎ
ず

'
.脊
人
に
し
て
若
し

0
®

の
#
片
が
齊
人
の
用
に
供
せ
ら 

る
、
の
前
に
於
て
之
に
就
き

.て
勤
勉

が

支
給
し
、胄
用
せ
る
物
件
を
探
及
せ
ぼ
、そ
は
奇
異
な
る 

目
顧
と
爲
る
可
し

«

ち
鐵
、木
、革
、樹
皮
、木
材

S
、煉
瓦

-石
炭
、石
灰
、布

UA0 
S

.

#、壢
靑
、»

5S
W

柱 

綱
及
び

.製
作
の

.或
部
分
に
對
し
勞
働
者
の
或
考
に
，侬

&
.て 

た
る
貨
物

0.
或
吻
を 

齋
せ
る
瓶
力
に
使
用
せ
ら
る
、
總
て
の
資
料
等

'列
.摩
す

 ̂
Z 
£
不
可
能
な
る
か
、少
く
^
も
長 

.き
に
過

.ぐ

可

の

，

全
部
を
包
有
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
な
り

」

ど
論
じ
，た
支

§
44.)

。
即
ち
彼
は 

努
働

S
Q

S

在
的

®

値
S

加
し
、
I

を
し

5

义

H

な

、
t

 

S

を
®
た
る

第

十

三

卷

a

 

i
l

l
)

論

0 

S

ソ
*
ロ
少
ク
の
哲
掛
ミ
其
經
濟
叢
と
の
蓮
 

第

九

號

茧ー



U
1

玉
四〕

F>
A
S 

0

ク
ョ
ン
®,
w
タ
ク
，の
哲
學
と
其
梆
^
^
說
と
の
交
潍

 

第

九

成

沮

ニ

U
P
O
,
斯
く
て
彼
の

.利
'用
價
値
ビ
勞
働
價
値
と
は

”
致

す

る

な

：か

？
，
而

し

て

愛

ぃ

に

技

術

及
a 

工
業
に

0

す
る
近
代
人
の

^

向
の
哲
學
的
根
抵
は
存
す
る

S

ぅ(Eucken, 

D
i
e

 

L
e
b
e
n
s
s
s
c
h
a
u
u
n
.

 

:
1

der G
r
o
s
s
e
n D

e
n
k
e
r
,

 

1
9
1
1 , s. 

3
6
2.
0
而
し
て
又
玆
に
私
有
財
產
_
識
論
の
稂
據
を
見
る
な

i

然
れ
ど
も
物

!0
內
斧
的

«
'値
が
人
生
に
對
す
る
有
用
性
に
依

®

し
た
る
は
吾
人

S

所
要 

以
上
を
領
有
せ
ん

4

す
る
の

-欲
望
を
有
せ

^

り
し
以
前

.，又
は
敗
壤
若
し
ぐ
は
朽
腐
す
る

乙

と 

な
く
し
て
保
辞
せ
ら
る
可
き
.黄

金

の
小
片
が
大
肉
塊
又
は
穀
物
の
全
堆
锴
を
價
す
可
さ
を
協 

定
、す
る
乙
.ど
な
か
り
し
以
前

^

屬
す
る
名
の
な
支

g 3
7
.
)

而
し
て
交
易
行
は
れ
、貨
幣
流

1

す 

る
社
會
に
於
け
る
自
然

0
價
値
關
係
は
其
經
濟
論

(

殊
に

3
0日e 

Considerations, 

1691
)

に
詳
か
な 

,
b
と
雖
，菩
人
は

：

一旣は

「

ジ

:3
ン
气
ク
の
利
子
學
說

」 (

三
田
學
会
雛
誌
第
十
二
卷
第
八

I
九
號
所
載

〕 

4

に
JL
一
力
其
：

t
.說
を
試
み
た
：る
を
以
て
被
に
贅
せ
ず
。
彼
が
各
所

.に
云
々
せ
る

「

自
然
憤
値

」 

?

1
 
く 
p

f 

I

E
 

I

I
 

V
I
, 

natural 

m
a
r
k
e
t

 

v
a
l
u
e
,
)

は
國
法
の
規
定
以
外
に
立
つ
偾
#
に
 

し
て
、必
ず
し
も

T
r
a
v
p
H
l
s

;の
言
の
如

ぐ「

龃

野

な

る

生

活

狀

8

l

g
 o
f life)」

に
お
、
ブ 

る
A

間
を
支
持
す
る
の
力
を
意
味
す
る
も
の
に
非
ず

a

^
 

I

I

,
a
I

&
M

o
§
l 

in 

E
l

e

 

I

 the: sixteenth 

c

g

l
 

IS47. 

p. 

3

彼

Q
.所
謂
自
然
狀
雄
は
社
會
未
生
前
の
双

爐
に
非
ず
し
て
國
家
未
生
前
の
を
れ
な
る
•こ
と
吾
入

0'
旣
に
述
八
た
る
が
如
し
。

而
し
て

_
 

ー
家
的
關
係
の
：下.に
於
：け
る
自
然
惯
做
ビ
法
定
惯
値
と
の
關
係
亦
同
稿
及
び

「

バ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス

_
 

の
貸
#.改
鋳
を
中
心
ど
し
て
喚
起

.
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
論
爭

」

其

-S
ニ
田
學

t
:雜
誌
第
十
二
卷
第 

十

：
一

一

號

所

栽

)

に
依
り
て
，窺
知
す
る
を

#

可
し
。

彼
は
結
局
法
定
價
値
.が
自
然
價
値
を
動
す
の 

力
な
.き

を

見

た':
!
)
0

.
斯
,:
<

て

一

面

に

於

て

マ
ー

カ
ン
チ
タ
ス
ト
た
る
彼
は
又
自
由
學
派
の
先 

驅
を
爲
せ
る
も
の
：な

,

9

0

人
世
の
十
分
な
る
氣
カ
及
び

眞
實
R

到
.達
ず
る
が
爲
に

は
、國
家

の 

限
界
を
劃
す
る

M

s

狭
小
に
し
て
、個
人
の
；自
由
を
殘
す
こ

^

可
及
的
多
，大
な
る
を
必

©

yレ
す 

る
の
觀
あ
、

し
な
 

b
o
s
M
E
u
c
k
e
n
,
s
.
3

ONI」

胥
人
の
意
見
に
據
れ
ば

L
o
c
k
e

が「

人
生
に
有
用
な
る
こ
を
極
て
尠
少
に
し
て
、軍
に
人
々
の
 

協
定
に
基
き
て
飄

«

^
を
布
す
る
に
過
ぎ
ざ
る

y
H
w
o 

Treatises. 

J
L

 

V. 

5
0

)

金
銀
の
職
能
に
關
す 

る
へ
叙
述
は
微
頭
徹
尾
不
可
解
の
難

,

な
V

と
稱
す
可
き
も
の
に
非
す

(

此
S

に
關
す
る
彼
の
說 

明
，が
其

®

學
若
し
ぐ
は
他
の
.經
濟
學
說
上
の
定
義
の
孰
れ
ビ
も
一

.
致
す
る

乙

W

至
難
な
る
は 

B
o
n
a
r

が
其
著
に
於
て
指
摘
せ
る
所
な
り
、前
揭
書
夸
豸

|00
彼
は
ド
。を

、
が
一
千
六
西
九
卜

j 

年
の

Considerations

を
以
て

L
o
w
n
d
e
s

及
び
其
他
の
法
定
利
子
低
減
論
に
對
す
る
答
辯
な

6

と
記

第
十
三
怨

(

二
五
五

〕

論

餽

タ

ヨ

ク

の
！
！

靡W

其經濟學說との夾溃
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I
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• 

' 

f 

.

-

I, 

' 

為
i

l

4(

ニ

五
-t
論

訛

'

ジ
5

5
タ
ク
め
，冪
と
其
齧
蠢
と
の
交
渉
，

第
九
璐.
■
產
 

f 

せ

タ

炉
%

?
务

恐

ら

く

は

誤

解

な
.
る

可

し)

。

即

ち

人

，生

に

：取'レ

て

'有

用

な

る

物

件

が

持

.續 

I. 

期

間

®

少

な

る

も

の

，
ょ
h

成
る
間
は
、吾

人

は

本

來

吾

人

の

所

要

以

上

を

要

求

.せ

ざ

$

し

4

の 

,

な

ぅ

。

而

も

永

：緻

的
‘物

仲

た

る

®

幣

の 

て
、人
'は
其
所
有
を
無
限
に
搬
張
し
、隨
時

、

フ

..
の
麵
天
的
欲
德
ー
を
生
ず
る
に
至
る
な
り
。

彼
は
其
所
謂

.金
銀
の

「

耐
久
性
、稀
少
性
及
び
偽

f

 

r

1;
適
せ
ざ

I

性

|

:
過
‘ぎ
f

其
內
在
的
價
値
を
以
て

®

然
な
る

I

I

ず
、f

之

h

對 

f:_ 

V

.

し
て
承
認
を
與

-
た
る
人

)
^̂
^̂
^̂ 

唯
だ
そ
は
普
遍
的
な
る
が
故 

> 

'

に
槪
し
て

(

固
ょ
り
例
外
は
多
：々

#

す)

自
然
な
る
も
の
ビ
同
一
の
效
果
を
有
す
る
な
り

(
s
o
m
e

 

く 

n
o
n
, 

H

f

p

:

.

芝

。

生
活
の
直
：接
必
®

に
對
す
る
欲
望
は
本
來
の
自
然
的
欲
錤

な

ぅ

。

) 

了 

货
幣
に
對
す
る
：冬
の
：は
習
慣
が
吾
人
に
自
然
な
る
も
の
た
ら
レ
め
穴
る
假
想
的
自
然
の
欲

#

I 

: 

?

o
 

,
-

: 

:

:然
れ
ど
も
彼
が
他

0

場
合
に
於
て

「

如
何
な
る
物
件
内
に
於
け
る
如
何
な
る
良
好
有
用
な
る 

「

 

性
質
の
存
在
も
其
惯
格
を
增
加
す

.る
：ミ
と
な
く
又
、實
に
之
を
し
て
全
雜
何
等

か

の

價

格

を

涫

 ̂

L 

^
 

 ̂

^
 

S
 

 ̂

 ̂

»
 

t
 

^

に；依

®

す
云

'々

w

說
け
る
，に

.對
し
て
矛
盾
せ
る
が

'如
き
も
、後

•

は
物
の
使
用
價
値
に
對

.し

V

 

言
へ

'る
も
の
に
し
：て
、前
者
は
其
：交
換
價
値
又
は
惯
格
、に
關
し
て
論
じ
た
る
も
の
な
り
。

即
.ち 

彼
ぃ
は「

開

く

可

き

鑛

器

を

知

ら

ず

し

-1
:

其
鏈
鑷
の
上
に
彼
の
手
を
置
け
る

な

之

或
物
件
’內に 

於
け
る
或
良

»

葙
地
：芩
：る
：悔
質
：は
：そ

^>
夫
冷
相
苴
に
對
す
る
割
合
に
於
て
其
數
量
を
減
少
せ 

し
め

^

し
く
は
其
：捌

I ロ
を
樹
加
せ
し
む
る
に
由
り
て
興
價
格
を
增

an
す
る
な

b (
i
b
i
d
j
o

而
し 

\し
彼

.が
勞
働
を
以
て
惯
姐
の
創
造
潜
ビ
觀
た
る
其
學
說
と
、

「

租
税
が
如
何
な
る
方
法
を
以
て
陚 

.課

^.
ら
れ

’又
直
接
何
人
の
手
中
ょ

5

徵
收
せ
ら
る
、
を
問
は
ず
、一

' 

國
の
大
資
源
が
土
地
に
於 

て
^

す
る
所
；
^
於V

.

は
大

‘部
分
土
地
の
：上

〗

に
■歸
著
す

」

云
々
の
所
論
ビ
は
必
ず
し
も

T
w
i
s
s

の
言 

.の
如
く
互
に

.相

.容
れ
ざ
る
も
の
に
非
ざ
る
可
し

(

前
揭
書
，

pp. 

I
6
3
-
4
0
C

即
ち
彼
は
主
ビ
し
て
人 

民
の
給
養
せ

S

る

>所
の
も
の
は
又
國
家
が
自
己
を
支
持
す
る

.所
の
も
の
に
し
て
、且
つ
土
地 

R

影
響
す
る
と
最
も
®
少
な
る
の
觀
ぁ
る
祖
税
は
却
て
有
ゆ
る
他
の
も
の
に
比
し
地
代
を
低 

落
せ
し
む
る
こ
ビ
必
定
な
る
を
論
じ
た
る
も
、而
も
吾
人
が
地
代
を
支

.拂
ふ
は
貨
幣
未
生
，前
の

. 

自
然
を
離
れ
た
：る
不
平
等
な
る
社
會
的
狀
態
ょ
り
發
生
し
率
る
も

0
.
な
も

.

.貨

幣

.の

不

平

等 

'な
る
分

配

が
之
に
對
す
る
沿
手
を
誘
致
す
る
.と
等
し
く
土
地
の
不
平
等
な
る
分
配
は
之
に
到

雄
£
1ー卷
_ (

ニ

1|
£
'七)

ー

输

就

ジ

_
>
ロ̂少クの锊热

-0
:
其經濟

^
說
^
の

交

涉

H
九

啟
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虫
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